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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
世
界
で
最
も
広
く
生

産
さ
れ
て
い
る
穀
物
だ
。
表
１
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ（
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
除
く
）

生
産
上
位
20
カ
国
の
生
産
量
を
挙
げ
た
。

１
位
の
米
国
は
34
・
７
％
、
上
位
10
カ
国

で
79
・
５
％
の
生
産
量
を
占
め
て
い
る
。

日
本
は
輸
入
の
約
８
割
を
生
産
上
位
15
カ

国
に
頼
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
日
本
は
１

５
８
位
で
１
８
０
ｔ
を
生
産
し
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｏ

の
推
計
に
よ
る
。
弊
誌
が
把
握
す
る
と
こ

ろ
で
は
今
年
の
作
付
け
は
１
８
５
ha
で
、

現
状
で
は
い
ず
れ
に
し
て
も
自
給
し
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
。

中
国
と
メ
キ
シ
コ
は
生
産
上
位
国
で
は

あ
る
も
の
の
、
輸
入
大
国
で
も
あ
る
（
中

国
は
８
位
、
メ
キ
シ
コ
は
２
位
）。
基
本

的
に
畜
産
用
飼
料
と
し
て
の
需
要
が
多
い

が
、
中
国
は
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た

畜
産
増
産
に
限
界
が
あ
る
と
み
て
、
来
年

以
降
、
食
肉
輸
入
へ
方
針
を
シ
フ
ト
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
輸
入
量
の
ラ
ン
キ
ン

グ
で
順
位
を
下
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
く
て

も
、
世
界
的
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
で

み
る
と
大
き
な
変
動
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。表

１
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、

10
ａ
当
た
り
の
収
量
だ
。
北
米
陣
が
１
ｔ

近
い
の
に
対
し
て
、
品
種
や
栽
培
体
系
の

違
い
は
あ
る
が
、
生
産
上
位
国
で
も
６
０

０
㎏
を
下
回
る
国
が
多
い
。
国
内
で
取
り

組
ん
で
い
る
事
例
で
10
ａ
当
た
り
１
ｔ
の

収
量
レ
ベ
ル
の
達
成
が
難
し
く
な
い
こ
と

か
ら
、
日
本
で
も
十
分
に
北
米
陣
と
肩
を

並
べ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
取
り
組
む

こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
収
量
格
差
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
一
因
が
、遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ

Ｍ
）
品
種
の
普
及
率
で
あ
る
。
現
在
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
綿
花
、
ナ
タ
ネ
は

Ｇ
Ｍ
品
種
が
年
々
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
い

る
（
図
１
）。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
限
れ
ば
、

世
界
的
な
Ｇ
Ｍ
品
種
の
シ
ェ
ア
は
約
30
％

（
図
２
）
だ
が
、
生
産
国
に
よ
っ
て
普
及

率
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
生
産
第
１
位
の

米
国
で
は
、
作
付
面
積
当
た
り
の
Ｇ
Ｍ
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
割
合
は
２
０
１
５
年
実
績

で
93
％
に
及
ん
で
い
る
。
日
本
が
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
輸
入
し
て
い
る
国
で
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
が
81
％
、
南
ア
フ
リ
カ
が
87
％
（
い

ず
れ
も
13
年
実
績
）、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が

80
％
（
14
年
実
績
）
と
高
い
。
日
本
は
輸

入
し
て
い
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
98
％
と

ほ
ぼ
す
べ
て
が
Ｇ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
。

日
本
に
輸
入
さ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
、
貿
易
統
計
で
は
厳
密
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ
と
非

遺
伝
子
組
換
え
（N

on-GM
O

）
が
分
類

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
輸
入
割
合
は
推
計
す
る
し
か
な
い
。
コ

ー
ン
ス
タ
ー
チ
業
界
関
係
者
の
推
計
で

は
、N

on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
量

上
位
10
カ
国
で

約
８
割
を
生
産

輸
入
の
９
割
が
Ｇ
Ｍ
品
種

トウモロコシのはなし

世界の生産事情と
ＧＭ品種の普及

文／北川祐子

第３回

国・エリア 生産量（ｔ） 収量
（㎏/10a）

比率
（％）

1 米国 353,699,441 996.95 34.7

2 中国（本土） 218,623,645 606.06  ＊ 21.5

3 ブラジル 80,273,172 525.80 7.9

4 アルゼンチン 32,119,211 660.37 3.2

5 ウクライナ 30,949,550 641.19 3.0

6 インド 23,290,000 245.16  ＊ 2.3

7 メキシコ 22,663,953 319.41 2.2

8 インドネシア 18,511,853 484.41 1.8

9 フランス 15,053,000 813.85 1.5

10 カナダ 14,193,800 958.78 1.4

11 南アフリカ共和国 12,486,000 380.46 1.2

12 ロシア連邦 11,634,943 501.10 1.1

13 ルーマニア 11,347,633 449.69 1.1

14 ナイジェリア 10,400,000 200.00  F 1.0

15 イタリア 7,899,617 809.56 0.8

16 フィリピン 7,377,076 287.76 0.7

17 ハンガリー 6,724,800 536.27 0.7

18 エチオピア 6,674,048 322.53 0.7

19 トルコ 5,900,000 893.94 0.6

20 セルビア 5,864,419 494.25 0.6

158 日本 180 272.73  F 0.00002

合　計 1,018,246,602
注）＊：非公式データ、F：FAO推計値、白字：日本の輸入国

出典：FAOSTATデータ（2015年9月末現在）

表１：トウモロコシの国別生産量（2013年）
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トウモロコシのはなし 世界の生産事情とＧＭ品種の普及第３回

は
年
間
１
５
０
万
ｔ
ほ
ど
と
み
ら
れ
て
い

る
。
14
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
総
量
は

約
１
５
０
０
万
ｔ
で
あ
る
か
ら
、N

on-
GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
わ
ず
か
１
割
程
度

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
た
ち
は
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
、
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

か
ら
つ
く
ら
れ
た
商
品（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

発
泡
酒
な
ど
）
を
口
に
し
て
い
る
と
推
測

で
き
る
。

08
年
に
米
国
の
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

シ
ェ
ア
が
80
％
を
超
え
た
こ
と
を
受
け

て
、
そ
れ
ま
で
原
料
と
し
てN

on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
用
い
て
き
た
我
が
国
の

食
品
関
連
業
者
の
多
く
が
、
原
料
を
Ｇ
Ｍ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
切
り
替
え
る
苦
渋
の
決

断
を
し
た
。
コ
ス
ト
面
だ
け
で
な
く
、
単

純
に
作
付
面
積
の
減
少
に
よ
っ
てN

on-
GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
調
達
が
困
難
に
な

る
と
見
込
ん
だ
た
め
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
い

ま
で
もN

on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
日

本
で
最
も
多
く
輸
入
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
全
農
グ
レ
イ
ン
と
組
ん
で
、
必
死

にN
on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
調
達
し

て
い
る
会
社
も
あ
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｍ
品

種
の
シ
ェ
ア
が
90
％
を
超
え
て
ま
だ
伸
び

続
け
る
現
状
を
み
る
と
、N

on-GM

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
安
定
的
に
確
保
し
づ
ら
く
な

る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

日
本
ほ
ど
必
死
にN
on-GM

ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
確
保
に
努
め
て
い
る
国
は
珍
し

い
。
以
前
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
も
頑
な
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ

を
拒
ん
で
い
た
が
、
05
年
か
ら
承
認
、
生

産
が
始
ま
っ
た
。
そ
ん
な
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、N

on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産

者
に
と
っ
て
日
本
は
、
よ
り
重
要
な
固
定

客
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
米
国
に
は
“
ジ
ャ

パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
”
と
呼
ば
れ
る
約
10

％
の
上
乗
せ
価
格
を
狙
っ
て
、
日
本
向
け

のN
on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
絞
っ
て

生
産
す
る
農
家
も
出
て
き
た
。N

on-
GM
O

は
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に
比
べ
て
収
量
が
低

く
、
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
コ
ン
タ
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
（
混
雑
）
し
な
い
た
め
の
流
通
、

品
質
管
理
な
ど
を
徹
底
し
て
行
な
う
必
要

も
あ
る
。
コ
ス
ト
高
に
な
る
が
、
そ
れ
を

差
し
引
い
て
も
利
益
は
大
き
い
と
い
う
。

言
わ
ず
も
が
な
だ
が
、
日
本
で
は
国
内

で
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
商
用
栽
培
を
承
認
し
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
栽
培
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
も
れ
な
くN

on-GM
O

と
い
う
こ
と

に
な
る
。
単
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
多
く
含
む
輸
入

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代
替
で
は
な
く
、
国
内

ニ
ー
ズ
の
高
いN

on-GM

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
安
定
的
に
生
産
し
、
流
通
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
少
し
違
っ

た
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
・
流
通
展

望
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

次
回
は
国
内
で
の
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
需
給
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

現
在
出
回
っ
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

Ｇ
Ｍ
品
種
に
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術

に
よ
り
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
に
対
す

る
害
虫
抵
抗
性
を
持
た
せ
た
「
Ｂ
Ｔ
コ
ー

ン
」
と
、
除
草
剤
耐
性
遺
伝
子
を
組
み
込

ん
だ
「
Ｈ
Ｔ
コ
ー
ン
」、
そ
し
て
そ
の
２

つ
の
特
性
を
持
っ
た
「
ス
タ
ッ
ク
ド
」
と

呼
ば
れ
る
３
種
類
が
あ
る
。

近
年
は
生
産
効
率
の
高
い
ス
タ
ッ
ク
ド

の
シ
ェ
ア
が
伸
び
て
お
り
、
80
％
に
近
づ

こ
う
と
い
う
勢
い
だ
（
図
３
）。
こ
の
ス

タ
ッ
ク
ド
の
普
及
が
世
界
的
に
広
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
13
年
に
は
米
国
で
乾
燥
耐

性
品
種
の
作
付
け
も
始
ま
り
、
こ
ち
ら
も

今
後
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
世

界
的
に
急
激
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

世
界
的
に
珍
し
く
な
っ
た

N
on-G

M
O

へ
の
こ
だ
わ
り

３
種
類
の
Ｇ
Ｍ
品
種

図２：主要作物のＧＭ品種の作付面積（2014年）

図３：米国のＧＭトウモロコシの分類とシェア

出典：国際アグリ事業団（ISAAA）資料
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出典：米国農務省 全国農業統計サービス（2015 年 6月時点）
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図１：ＧＭ作物の栽培面積の推移


